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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉

自由を得させるために、キリストはわたしたちを解放してくださったのである。だから、堅く立って、二度と奴隷の軛につながれてはならない。
ガラテヤ人への手紙５章１節（口語訳）
かつてのパウロは、ファリサイ派に属するものとして、だれよりも律法に忠実であり、熱心であろうと努めました。しかし、パウロは律法の行いによって神の義は得られず、そこにとどまれば呪いしかないことを経験しました。ですからパウロはガラテヤの信徒に向かって割礼を受けなければ救われないと言うならば、キリストはあなた方にとって何の益もなくなる、そこには呪いと裁き、滅びしかないと警告しました。
　出エジプトの出来事は、イスラエルのエジプトにおける奴隷の軛からの解放であり、イスラエルがまことの神を礼拝する民となるようにと、出エジプトの出来事は遂行されました。
人を縛るのは制度ばかりではなく、むしろ、その制度を支えている思想が問われなければなりません。人々を縛るだけの思想や宗教からの自由が何より大切であります。
主イエスの宣教活動こそ、わたしたちを縛り、心をむしばみ、魂を閉じ込めるあらゆる軛からの解放でありました。これこそが出エジプトの出来事の完成であります。ですから、わたしたちは、もう二度と奴隷の軛につながれてはならないのであります。そのことを自ら戒めるだけでなく、人々を奴隷の軛につなごうとする動きにも警戒する必要があります。
　自民党政権下となり、改憲の動きが活発になり、自民党が作成した憲法改正草案が国会に上程されようしています。この草案では、天皇の権能が拡大され、一方、国民主権、信教の自由、表現の自由、教育の自由、そして平和的生存権などが制限されようとしております。国家主権的な色彩が濃く、天皇主権の国家への復帰が主張されています。これは、やがては靖国神社の復権をもたらし、国家神道によるキリスト教その他の諸宗教支配の歴史を繰り返す危険があります。私たちはキリスト信仰を守り、広めるためにも、これに対して立ち向かわなければなりません。沈黙が容認することになるからであります。
　祈り　「父なる神様、私たちは御子イエス・キリストによって律法の束縛から解放されました。どうか、私たちが奴隷の軛に二度とつながることのないように目覚めさせてください。主の名によって祈ります。アーメン」

上西創造（小倉教会長老、九州中会ヤスクニ問題特別委員会）
ヤスクニ問題とわたし
田中　甫（はじめ）　南柏教会執事
　日米開戦の２週間後に生まれた私は、一応戦中派ですが、幼少だったため戦時中のことは殆ど記憶がありません。僅かに東京大空襲の際必死に逃げ回った自分の姿が脳裏に残っています。思えばほんとうに無謀で悲惨な戦争をしたものです。一連の戦争を通じて、日本が近隣諸国の人々に与えた耐え難い苦痛や悲しみと、誤った指導の下に多くの将来ある日本の若者や市民を悲惨な死に追いやったことに特に罪の深さを感じます。キリスト教会にも体制に抗えなかったという反省がありますが、敗戦により他動的に国の変革が進められ、我が国が自主的に戦争を総括する機会を失したように思われ、68年経った今でも国内外に多くの問題を残しているのは残念です。
靖国問題もその一つといえます。靖国神社に対しては、戦死された多くの英霊が祀られた場所として、ご遺族は特別な思いを持たれているかもしれませんが、戦時の指導者達が合祀されていることから、中国や韓国等が政治家の靖国参拝に不快感を表しています。靖国参拝は過去の戦争を肯定し正当化する行為と映るようです。それに対して政府は他国の干渉は受けないと反発しますが、お国のために働いたというよりは国や国民を苦境に追い込んだ戦争責任を問われた人達が合祀されているとなれば、国内的にも政治家の靖国参拝は容認し難いものといえます。国民が納得するのは、やはり戦死者のみならず、原爆や空襲の犠牲者、戦時の過酷な労働による病死者等を含めた全ての戦争犠牲者のための中立的な慰霊施設を造ることではないでしょうか？
なお、天皇制については、私はその必要性を感じませんが、日本国民が統合の象徴としての天皇をほんとうに必要とするのか否かを問いたいと思います。ただし、天皇を元首とすることは戦前への回帰であり反対です。
　現在、歴史認識・領土問題を争点に、中国、韓国との関係が冷えきっていますが、一方では関係修復の機運も生まれつつあります。私も、国に代わって罪を償う気持を込めて、夫婦で長年両国の留学生達を支援してきましたが、彼等から親のように慕われ、逆に慰められています。ですから、私は両国が日本に対する「恨憎（ごんぞう）」を後の世代に継承せず、過去の日本の過ちを赦すと言ってほしいのです。ＭＬキング牧師の言葉「赦す力は愛する力」の通り、各国民が不幸な歴史を乗り越えるため、障害を一つずつ取り除き、明るい未来を切り開けるよう、キリスト者も積極的な役割を果たしたいものです。
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問い  教会は『伝道』にこそ専念すべきで、今の時代、教会の現状では

ますますそうであるはずなのに、どうして政治的、社会的問題に関

わるのですか。中でも靖国神社問題に特に取り組むのですか。
答え　「天においても地においても、いっさいの権威をさずけられた」
主イエス・キリストが「世の終りまで」「すべての国民を弟子」とせ
よ、と教会を遣わしておられます。主イエスはその教会に、遣わされた世にあっていつでも主に向かい「あなたこそ、生ける神の子キリストです」と告白しつつ生きているべきことを命じられ、それを今のこの時にも促しておられます。これに従順である証しを立て続けることこそ世にあって主の教会が主の教会である、いわばその生命線です。教会のその営みに世の領域が交差してこないことはありません。教会は教会である限り政治的、社会的問題と関わるもので、とりわけ主の御主権を告げ知らせることとの関係でそれらの諸問題と必然的に関わらざるを得ないのです。そうでない、またそうでなくてもよいとしている教会は主の教会である実をほとんど失っているといわなければなりません。わたしたちは主の教会であり、主の御主権を宣べ伝えるべき、主の御委託に従順であろうとしているのですから、主の御主権を犯し自らが神であろうとするこの世の勢力、今の時代にとりわけ自ら神であろうとしているこの世の勢力には必然的に対決することになるのです。わたしたちは遣わされているこの国で、まさに今の時に、その勢力を最も代表し象徴もしている靖国神社問題と取り組まなければならないのです。
問い  靖国問題に取り組むことで『伝道』にどんな成果がもたらされているというのでしょ

う。これに取られる労力を『伝道』のほうに回すべきなのではないでしょうか。
答え　問われている主旨は教会に人数が増えないということでしょうか。ではそれは靖国神

社問題と取り組むことを止めていったならば増えていくのでしょうか。そもそも問われ

ている『伝道』は主イエスがお命じになり聖書が証言している『伝道』なのでしょうか。

わたしたちは何より主イエスの宣教の御委託に従順であり忠実であるべきです。靖国神

社問題と取り組んでいることは説教、聖礼典によるいわば積極的な面の『伝道』の裏側

です。一体になっているものです。『伝道』のためとこの半分をやめていくならばわた

したちは主の御委託に不従順で、教会である実を失ってしまうものです。遂には「なん

の役にも立たず、ただ外に捨てられて、人々にふみつけられるだけ」になってしまうも

のであることを恐れ、弁え、また深く悟るべきです。
問い  教会の『伝道』はすべての人に向けて開かれているはずですが、教会が靖国問題に取

り組むことは、それで、ある人たちを『伝道』の対象から排除してしまうことなのでは
ありませんか。また教会にはいろいろな人がいるのです。その人たちへの配慮のために

も教会が靖国神社問題と取り組んでいるというのはどうなのでしょう。
答え　答えは既に上の二つの問いと答えで示されています。教会はその関わらせられるすべ

ての領域において「人間に従うよりは、神に従うべき」と命じられる主の御心に適い、

またいつも適おうとしていてこそ、主に喜ばれる教会であり得るのです。すべての人を、

この世をも「信仰の従順に至らせる」べく遣わされている教会は、主の御主権の宣教の

課題である靖国神社問題と取り組んでいなければなりません。その取り組みはこの教会
の生命線です。　　篠塚予奈(東京告白教会牧師　大会靖国神社問題特別委員会委員）
＜ヤスクニ・ニュース＞

8月14日を「国連の日本軍慰安婦メモリアルデー」にしよう
　旧日本軍慰安婦問題の解決を目指す日本の市民団体44団体の「日本軍『慰安婦』問題解決全国行動」が、全世界の市民団体と協力し、8月14日を日本軍慰安婦被害者のメモリアルデーとすることを国連に働き掛ける運動を広げている。8月14日は、韓国の故金学順（キム・ハクスン）さんが1991年に日本軍慰安婦の被害の事実を初めて公の場で証言した日。ここから慰安婦問題が国際問題化し、93年に日本政府は慰安婦動員の強制性を認めた河野談話を発表した。共同代表は7日、「金さんの証言をきっかけに世界各地で被害女性が口を開き始め、日本軍の性奴隷制の実態が明らかになった」。「戦争での性暴力の問題を公論化した金さんの勇気と慰安婦問題の真実を再度確認する記念日の制定は、強制動員された慰安婦の問題を否定しようとする日本政府への圧力にもなる」と語っている。　　　（朝鮮日報8月8日）
旧日本軍が組織的に慰安所を管理　韓国で新資料公開　慰安所管理人の日記公開
民族問題研究所の朴漢竜（パク・ハンヨン）教育広報室長は、8日午前、ソウル市城北区の高麗大学で記者会見に臨み、1940年代にビルマ（ミャンマー）とシンガポールの日本軍慰安所の管理人として働いていた朝鮮人の残した日記の原本を取材陣に公開した。（朝鮮日報8月8日）
３閣僚と国会議員102人が靖国参拝
　東京・九段北の靖国神社に８月15日、新藤義孝総務相、古屋圭司拉致問題相、稲田朋美行革相の３閣僚が参拝に訪れた。ほかに超党派の議員連盟「みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会」（会長＝尾辻秀久元厚生労働相）の衆参両院議員約100人参拝。安倍晋三首相は参拝を見送り、自民党総裁として私費で玉串料を奉納した。　　　　　（朝日8月15日）
日本は韓日関係の「最後の一線」を越えるな

　韓国の朴槿恵（パク・クンヘ）大統領は８月15日、就任後初の光復節（日本の植民地支配からの解放記念日）の慶祝の辞で、「過去を直視しようという勇気と相手の痛みに配慮する姿勢がなければ、未来に向かう信頼を築くのは難しい。大多数の日本国民は、韓日が北東アジアの平和と繁栄を共に作っていくことを心から願っている。日本の政治家は、過去の傷跡を癒していく勇気あるリーダーシップを示すべきである」と語った。（朝鮮日報 社説 8月16日）
「はだしのゲン」貸し出し禁止要請を撤回　松江市教育委員会
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「最初に責任取るのは天皇じゃ！昭和天皇こそが侵略戦争の最高責任者じゃ！！」と正面から言った漫画は、戦後日本で「はだしのゲン」だけ。約20カ国語に翻訳され海外で注目される中、松江市では昨年８月、市民（在特会）から「間違った歴史認識を植え付ける」として学校図書室から撤去を求める陳情が市議会に提出された。12月の本会議で全会一致不採択となったが、市教委は旧日本軍が「首を切ったり、女性への性的な乱暴シーンが小中学生には過激」と判断し、校長会で貸し出さないよう口頭で求め、市内の小中学校全てが閉架措置を取った。それに対し「はだしのゲン」松江市教委排除反対ネット署名は20000筆を突破した。市教委は26日、臨時総会を開き「手続きに不備がある」として撤回することを決めた。
（平和ネット8月21日、琉球新報８月27日）
靖国神社問題全国協議会 (集会案内)
「私が中国で戦った“聖戦”の実態」
　… 戦後日本の責任を覚えて …
講師：日本キリスト教会教師　松本　栄好(まさよし)
日時：2013年10月15日（火）19:00～21:00
会場：日本キリスト教会 大森教会 
　　　東京都大田区大森北４丁目14番５号　☎ 03-3761-9609
